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Ｉ　はじめに
これから考察する科目である「産業社会と人間
」
は
，高等学校教育の一層の個性化・多様化を推進
するために新たに設けられた総合学科の
，１年次
での原則履修科目として平成６年度より設置されたものであり，その目標1）は以下のように示され
ているＯ
自己の生き方を探求させるという観点から自
己啓発的な体験学習や討論などを通して
，職業
選択に必要な能力
・態度，将来の職業生活に必
要な態度やコミュニケ
シーョン能力を養うとと
もに
，自己の充実や生きがいを目指し，生涯に
わたって学習に取り組む意欲や態度の育成を図る
。
また
，現実の産業社会やその中での自己の在
り方生き方について認識させ
，豊かな社会を築
くために積極的に寄与する意欲や態度の育成を
図る。
この目標からも
，この新科目では体験学習や討
論などを通し
，「産業社会」についての社会認識，
および「在り方生き方」といった自己認識の育成
が重視されていることがわかる
。そして，この目
的の達成のために，次の内容2）が設定されている。
ア　職業と生活
職業人として必要とされる能力・態度
，望
ましい職業観を養う学習
。
イ　我が国の産業の発展と社会の変化
我が国の産業の発展について理解し
，それ
がもたらした社会の変化について考察する学瓢
ウ　進路と自己実現
自己の将来の生き方や進路について考察す
二　井　正　浩
(広島県立湯来南高等学校)
この科目の指導教員については
，匚内容が特定の
教科に相当しないものにあっては免許状の教科を問
わず指導するものとし
，特別な知識・技術を必要と
する内容の学習を行う場合には当該学習内容と関連
の高い教科の免許状を有する者が中心となり
，複数
の教員によるティ
ムーティーチンクによって指導す
る
」3）とされてはいるものの，実際の教育現場では
多くの場合
，実施責任者として公民科の教員が割り
当てられている
。現在，公民科の教員は，いかなる
内容をどのような方法で実施するかについてまさに
暗中模索
，試行錯誤しながら実践を積み重ねている。
現在
，この「産業社会と人間」の実施は総合学科
だけでなく普通科にまで急速に広がり4）つつあるが
，
この「産業社会と人間
」の登場と実施の拡大の背景
として
，従来の高等学校における進路ガイダンスの
ありかたや生徒の職業及び勤労に関する体験の不足
などの問題がしばしば指摘されている5）
。また，自
己認識が青年期の課題として本格的に深まってくる
高校生の
，その１年次で，社会認識と自己認識を結
びつけて学ぶ「産業社会と人間
」は，公民科や地理
歴史科といった社会認識教科の学習内容を自己の
「在り方生き方
」に結びつけて考える能力を培う絶
好の機会となる可能性もある
。その意味で，この
「産業社会と人間
」の実施は，今後，時代の要請を
うけて論議されていくであろう中等教育カリキュラ
ム再編の試みにおける
，従来の公民科・地理歴史科
の変革をも射程に入れた貴重な実験といえる
。
本稿では
，この「産業社会と人間」の登場とその
実施の拡大を
，高等学校における公民科の現状に対
する問題提起として位置づける
。これまで，公民科
では，社会認識にウェートがおかれてきた結果，生
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徒
一人ひとりの「在り方生き方」といった自己認識
は
，社会認識の育成に付随するものと考えられてき
た傾向がある
。しかし公民科では，その目標に厂現
代の社会について理解を深めさせるとともに
，人間
としての在り方生き方についての自覚を育て」6）と
あるように
，自己認識の育成も社会認識の成と並
んで重視されている
。現在の公民科の課題の一つと
して
，社会認識と自己認識を具体的にどのように結
びつけながら
，それぞれをどのように育成するのか
という課題がある
。その点，この「産業社会と人間」
は
，公民科よりもさらに具体的に社会認識と自己認
識とを結びうけることに力点がおかれているため
，
「産業社会と人間」の授業実践を題材に，社会認識
と自己認識において
，各々，どのような認識が培わ
れ
，また，その内容がどのように結ばれようとして
いるのか
，またどのように結ばれるべきかを考察す
ることは，公民科の課題への示唆となるはずである。
ｎ　「産業社会と人間」の授業実践における
社会認識と自己認識に関する類型化
「産業社会と人間
」において，どのような授業が
実践されているのだろうか
。ここでは，社会認識が
どのような内容と方法で培われているか
，また，自
己認識ではどのような内容が培われているかについ
て分類し
，それがどのようにして結びつけられて
るかを指標において，先行授業実践を類型化する。
１．類型の設定
分析対象とした授業実践は
，「産業社会と人間」
の先進的実践校４校の研究紀要または実践記録集
で発表された60小単元, 191時間の事例7）である
。
類型方法に関しては
，まず，「産業社会と人間」
の授業で培われる認識内容を
，社会認識と自己認
識の２つに分類する
。そして，社会認識の育成に
関しては
，その内容を社会に関する知識に限定し，
それを事実的知識
，概念的知識，価値的知識の３
種類に分類8）する
。また，育成の方法については，
注入と吟味の２種類に分類する
。この場合の注入
とは
，教師や社会人，卒業生などの授業者が，自
分が正しいと考えている知識を
，まちがいのない
正しい知識として教授する方法であり
，吟味とは，
複数個存在している知識を
，生徒自身に批判的に
検討させ，よりまちがいの少ない知識を求めさせ，
習得させる方法である9）
。このように分類した結
果
，社会認識の育成に関しては，事実的知識注入
型
，事実的知識吟味型，概念的知識注入型，概念
的知識吟味型
，価値的知識注入型，価値的知識吟
味型の６つのパタ
ンーが設定できた。
次に
，自己認識の育成に関しては，梶田叡一氏
の分析をもとに
，自己認識を「経験から生じた行
為的状況的な自己意識と
，その自己意識を組織化
し関係づけている存在的総括的な自己概念の往復
によって修正され
，深化する自己に関して認識」
と規定lO）し
，階層関係にある自己意識と自己概念
の各々の内容に関して
，自己意識を「自分は～で
ある
，自分は～したい」，自己概念を「自分は～
一般的には～といえる，自分は～である（になる）
べき
，自分は～であり（になり）たい」といった
レベルの認識として分類11）する
。中野重人氏の
「自分を見つめ
，自己をとらえ直し，自らの生き
方を問うこと尹という自己認識についての規定
も
，これにかなったものといえる。
そして
，こうした社会認識と自己認識の内容が
どのように結びつけられているかを考察するため
，
社会認識と自己認識の形成の先後を類型化のもう一つの指標とする。
以上の視点にもとづき
，「産業社会と人間」の
先行授業実践の類型化を行なったのが表１である
。
縦軸には先に形成される認識
，横軸には先に形成
された認識をもとにして形成される認識を示すこ
とにした
。なお，類型は小単元単位でおこない，
各類型枠の欄の中には
，そこに分類された小単元
に要した授業時間数の総計（のべ時間数）を示す
ことにする
。その方が，小単元によっての時間数
の差の大きい「産業社会と人間
」の実態をより現
実に近いものとして表すことができるからである
。
この表１によって「産業社会と人間
」の授業実
践は
，授業が自己認識の形成に終始しているア・
イ
，社会認識をもとに自己認識を培おうとしてい
るウ
～セ，自己認識をもとに社会認識を培おうと
しているソ
～八，社会認識の形成に終始している
ヒ
～ミ，といった４つの大きな枠組みの類型に分
けられるＯここではこれらをそれぞれ「自己認識
完結型
」「社会自己認識型」厂自己社会認識型」
「社会認識完結型」として考察をすすめる。
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【表１：「産業社会と人間」授業実践に見られる社会認識と自己認識 の関係の類型（単位：時間）】
／
自 己 認 識 社 会 認 識
自己意識 自己 概念 事実的知識注入型 事実的知識吟味型 概念的知識注入型 概念的知識吟味型 価値的知識注入型 価値的知識吟味型
自
己
認識
自己意識 ァ　　　０皿 詣ソ　　　　 ０ 夕　　　　19 チ　　　　 ０ ７　　　　 ０ ７　　　 ０ 卜　　　27
自己概念 言 尚|ィ　　　67 ナ　　　　 ０ 二　　　 ６ 夕　　　　０ ネ　　　　０ ノ　　　　 ０ ノ丶　　　　 ０
社
会
認
識
事実的知識注入型 ゥ　　　　 ０ J1　　　20 ヒ　　　　 ６ 饑 綴 言 言
事実的知識吟味型 ォ　　　　０ ヵ　　　　 ０皿 フ　　　　 ６ 呂 錣言 難 呂鸚 尚尚|
概念的知識注入型 牛　　　　０ ク　　　　 ８ '｀ 　　　 ０ 言 顳
概念的知識吟味型 ヶ　　　　 ０ ゜　　　０ 言ホ　　　　 ０ 難
価値的知識注入型 サ　　　　０ シ　　　28 呂 難 呂||呂７　　　 ０
価値的知識吟味型 ス　　　　 ０ セ　　　 ４呂　饑 言 |||||膳 ゛　　　０
※　 この表は，社会認識と自己認識 が，小単元にお いてそれぞれどのように分類される内容 にまで高まっているか，そしてそのそれ ぞれ の認識
がどのよう｡に関係しているかを考察 する ものであるため，目回目| にあた る類型は存在しな い。
２。各類型の実践
（1）社会認識と自己認識が結びついていない類型
表１のア・イにあたる 厂自己認識完結型」およ
び， ヒ～ミにあたる 匚社会認識完結型」の授業が，
社会認識と自己認識の結びついていない類型にあ
たる。 これらは，分析対象とした実践事例ののべ
総時間数191 時間のうちの，87 時間を占めているｏ
ａr 自己認識完結型」の事例
表１のア・イにあたる 匚自己認識完結型」 は，
小単元を通じて自己認識の形成に終始している授
業を類型化したものである。 この 厂自己認識完結
型」 には，自己意識を培う類型と自己概念を培う
類型の２つを設けたが，実際には自己意識の育成
にとどまる実践は見られず， 自己概念 の育成をお
こなうイの類型にあたる実践が， のべ67時間実施
されている。
例えば，広島県立湯来南高等学校でおこなわれ
た 厂進路と自己実現」の大単元での 匚私の適性は」
という小単元（３時間で実施）13）では， 授業 の目
標が 匚自己の適性について考え，自己実現への意
欲をもたせる」となっており，大きく前後半に分
けられる。 まず前半（２時間）では，進路適性検
査14）が行われ，生徒は自己意識に関する命題 を中
心としたさまざまな問いに答える。次に後半（１
時間）では， まず，検査結果の各項目に対応する
ように作成された自己評価表を利用し，「芸術へ
の関心度」厂奉仕への関心度」 などの自分 の興味
傾向と,丁規律性」「活動性」 厂同調性」などといっ
た適応態度についての自己評価（検査結果の予想）
を立てるＯ そして，実際の検査結果 のデータを，
自らの自己評価の結果と比較し，自分についての
新しい発見はないか，また自己実現のために自分
はどうすればよいのかなどについての考察をおこ
なう。このようにして，この授業 は，進路適性検
査を利用しながら，生徒の自己意識を自己概念へ
と育てるように組み立てられている。
このように，匚自己認識完結型」 の授業 は， 適
性検査や性格検査などを利用し，自己に関するイ
メージや適性といった概念をより客観的にとらえ
させ，自己の特性や進路への適性，将来について
のイメージなどの自己概念を培おうとするものが
大半を占めている。また，この他に，自分史を書
かせたり，将来のライフプランを自由に描 かせた
りする事例も見られる。
ｂ「社会認識完結型」の事例
表１のヒ～ ミにあたる「社会認識完結型」 は，
小単元を通じて社会認識の形成に終始している授
業を類型化したものである。 この「社会認識完結
型」には，社会認識についての６つのパターンが
そのままあてはまるＯ これらは， 総時間数191 時
－23 －
間のうち
，12時間を占めている。
例えば
，静岡県立小笠高等学校でおこなわれた
「職業と生活
」という大単元での「職業を保護す
る法律
」という小単元（２時間で実施戸では，
授業の目標が「労働災害
・解雇等の職業生活を送
る上での不安材料に対して法律がどのようにして
勤労者を保護しているか理解させる」となってお
り
，社会人講師として招いた企業の人事担当者に
よって，労働時間や失業時の保障などの雇用に関
する法律や労務災害時の保障などについての情報
が
，具体的な事例を豊富に取り入れながら教授さ
れるように組み立てられている
。また，「我が国
の産業の発達と社会の変化
」という大単元での
「日本の産業の変化
」という小単元（２時間で実
施）16）では
，授業の目標が「戦後の日本の産業が
どのように変化し
，発展したかを理解させる」と
なっており
，戦後の日本の産業の発展について，
石炭
・鉄鉱から繊維，そして石油化学・自動車・
ハイテク産業へと移り変わる様子が羅列的に教授
されるように組み立てられている
。これらは，ヒ
に類型化される事実的知識注入型の事例であるｏ
同様に小笠高等学校の事例であるが
，「我が国
の産業の発達と社会の変化
」という大単元での
「豊かな社会
」いう小単元（２時間で実施戸で
は
，授業の目標が「これからの社会で求められる
‘豊かさ’とは何か考えさせる」となっており，
社会の豊かさには
，どのような豊かさがあるか，
生徒はそれぞれ発表したりしながら
，自分たちが
どのような時に豊かさを感じるのかについて考察
するように組み立てられている
。これらはフに類
型化される事実的知識吟味型の事例である
。
ただ
，へ・キ・マ・ミに類型化される事例は見
られず
，「社会認識完結型」の授業実践では，概
念的知識や価値的知識は
，注入，吟味のいずれの
方法原理においても教授されていない
。
（2）社会認識と自己認識が結びついている類型
表１のソ
～八にあたる「自己社会認識型」およ
びウ
～セにあたる「社会自己認識型」の授業が，
社会認識と自己認識の結びついている類型にあた
る
。これらは，分析対象とした実践事例ののべ総
時間数191時間のうちの, 112時間を占めている。
ａ「自己社会認識型」の事例
表１のソ
～八にあたる厂自己社会認識型」は，
小単元において
，まず自己認識を培い，そしてそ
の自己認識を生かしながら社会認識を培おうとし
ている授業を類型化したものである
。この「自己
社会認識型
」には，自己意識に事実的知識吟味型
の社会認識が結びついている夕
，概念的知識吟味
型の社会認識が結びついているツ
，価値的知識吟
味型が結びついている卜の３類型
，および自己概
念に事実的知識吟味型が結びついた二の１類型の
授業実践が
，のべ52時間実施されている。
例えば
，小笠高等学校でおこなわれた「職業と
生活
」という大単元での「企業見学」という小単
元（６時間で実施）18）では
，授業の目標が「実際
の仕事場を見ることにより
，その職業についての
職業観や勤労観を高める
」とされており，まず，
企業のパンフレットや資料をもとに
，いくっかの
見学先の候補から自分で関心のもてる企業を選ぶ
。
そして実際にその企業を訪問し
，職場の概要や仕
事内容等を見学し
，わかったことや気づきを学校
に帰ってから互いに報告し
，最後に学習内容を整
理するように組み立てられている
。これは，夕に
類型化される自己意識から事実的価値的知識吟味
型の社会認識に結びつく授業の事例である
。
また
，広島県立高陽東高等学校でおこなわれた
匚職業と生活」という大単元での「職場体験学習」
という小単元（10時間で実施）19）では
，授業の目
標が「職場を訪ね
，施設・設備やそこで働く人々
の作業を見学し説明をうけ
，実際に作業を体験し，
自分なりの勤労観を形成させる」となっており，
大きく前後半に分けられる
。まず前半（６時間）
では
，自分で関心のもて職種の職場を選び，そ
こで
，その職業の内容と特徴，職場で働く人の職
業観について調査し
，実際に職場体験実習をおこ
なう
。次に後半（４時間）では，学校で報告会を
開き
，様々な職場で実習してきた他の生徒の体験
や
，それぞれの職業の内容と特徴，それぞれの場
所で働いていた人の職業観について知り
，最終的
には自分なりの職業観の育成をめざしている
。こ
れは
，卜に類型化される自己意識から価値的知識
吟味型の社会認識に結びつく授業の事例である
。
この２つの事例は
，いずれも，自分で興味のも
てる職場や学校を選び，そこで見学実習をおこな
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いながら調査するというよく似た授業になってい
る
。違いは授業の目標の違いによって生じた，形
成される知識の質の違いである
。
その他
，湯来南高等学校でおこなわれた「職業
と生活」の大単元での「職業と法律・資格」とい
う小単元（３時間で実施）20）では
，授業の目標が
「職業生活を送るのに必要な法律や資格について
調べ
，自己実現意欲を育てる」となっており，
生徒は
，自分は将来どのような職業に就きたいか
という自己概念をもとに
，その職業に就くための
資格や法律等をそれぞれ調べ
，互いに報告しあう
ように組み立てられている
。これは，自己概念を
事実的知識吟味型の社会認識と結びつけた事例で
あり，二に類型化される。
このような「自己社会認識型
」の授業実践の特
徴は
，自己の選択した内容について，各々の生徒
が体験実習を通して
，調査活動をおこないながら
社会認識を深めていくように組み立てられている
ことであるＯそれ故
，ソ・チ・テ・ナ・ヌ・ノと
いった知識の注入を方法原理とする実践事例は見
られず
，いずれも知識の吟味を方法原理とした授
業実践となっている
。しかし同時に，ツ・ネといっ
た概念的知識を吟味させる実践事例は見られない。ｂ「社会自己認識型」の事例
表１のウ～セにあたる「社会自己認識型」は，
小単元において
，まず社会認識を培い，そしてそ
の社会認識にもとづいて自己認識を培おうとして
いる授業を類型化したものである
。この「社会自
己認識型
」には，事実的知識注入型の社会認識か
ら自己概念に結びついているエ
，概念的知識注入
型の社会認識から自己概念に結びついているク
，
価値的知識注入型の社会認識から自己概念に結び
ついているシ
，価値的知識吟味型の社会認識から
自己概念に結びついているセの４類型の授業実践
が
，のべ60時間実施されていた。そのうち，社会
認識の段階を注入の方法原理でおこなう
，エ・ク・
シの類型が56時間を占めている
。
例えば
，小笠高等学校でおこなわれた「我が国
の産業の発展と社会の変化
」という大単元での
「余暇の活用
」いう小単元（２時間で実施）21）で
は
，授業の目標が「充実した人生を送るためにど
のような余暇の利用の仕方があるのか考える」と
なっており
，生徒は，まず余暇が今後増えるであ
ろうという見通しのもと
，その活用方法について，
生涯学習とボランティア活動と趣味の３点の充実
が重要であるという内容の講義を受け
，そ後自
分は将来余暇をどのように過ごしたいのかについ
て考えるように組み立てられている
。　ここでは，
教師が用意した望ましいと考えられる余暇の活用
方法の中から
，生徒は何か最も自分にとって興味
があるか
，可能であるかなどを考察しつつ選び取
りながら
，自己認識を培うようになっている。こ
れは
，エに類型化される事実的知識注入型の社会
認識から自己認識を培おうとしている事例である
。
また
，湯来南高等学校でおこなわれた「我が国
の産業の発展と社会の変化
」という大単元での
「企業の社会的責任と文化
」という小単元（４時
間で実施）22）では
，授業の目標が「企業が社会の
変化に対応し
，社会への参加と責任を果たそうと
していることを理解し
，自らも社会への参加と責
任を果たそうとする態度を育てる」ものとなって
おり
，生徒は，環境問題などの社会の変化に積極
的に対応を推進している地元企業を見学し
，企業
の具体的な対応の事例と
，なぜそのような取り組
みをするのかについての説明を受ける
。そして，
見学後の授業で
，企業様々なとりくみについて
のまとめをおこない
，自分自身が見習える姿勢に
ついて考察するようになっている
。これは，クに
類型化される概念的知識注入型の社会認識から自
己認識を培おうとしている事例である
。
さらにこれも湯来南高等学校でおこなわれた実
践であるが
，「進路と自己実現」という大単元で
の「体験談を聞こう
～先輩の体験談」という小単
元（３時間で実施）23）では
，授業の目標が「卒業
生の体験談を聞くことにより
，高校時代にどのよ
うな目標をもって生活すればよいのか考える
」と
なっており
，生徒は，講師として招れた卒業生
が
，職場での体験をもとにして重要だと感じた社
会人としての心構えや職業観
，高校時代にしてお
かなければならないこと
，などの話を聞き，その
後に
，自分はどのような高校生活を送りたいか，
どのような生き甲斐をもって働きたいかなどの作
文をさせるように組み立てられている
。ただ，こ
のような講話では，講師は自分の価値基準で語り，
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そこには客観性はない
。講師の価値観をもとに自
己概念を培うことになる
。これは，シに類型化さ
れる価値的知識注入型の社会認識から自己概念を
培おうとしている事例であるが
，このシに類型化
される事例はすべてこのような社会人や卒業生に
よる講話を利用した授業である
。
このように
，「社会自己認識型」の授業実践の
特色は
，ほとんどが社会認識の段階において知識
の注入を方法原理とするものになっており
，その
ような事例は基本的にはすべて生徒の自己認識を
「望ましい職業観・勤労観」゛という一定の方向に向かわせるものとなっている。
Ⅲ「産業社会と人間
」の実践の課題と改善
これまで
，「産業社会と人間」において，社会
認識と自己認識がどのように培われ
，それがどの
ように結び
っけられているかについて，具体的な
授業実践にもとづいて考察した
。ここでは，特に
社会認識が自己認識と結びついている類型にあた
る「自己社会認識型」と「社会自己認識」の課
題を整理し
，その解決の方向について考察する。
１．実践上の課題
（1）「自己社会認識型」の課題
この型に分類された授業は
，すべて，生徒各個
人の興味や関心を明確にさせ
，それを配慮し，尊
重して
，その興味や関心に従って見学実習や調査
活動をおこない
，結果を生徒が互いに報告し話し
合い
，吟味するといった方法で基本的には組み立
てられていた
。自己認識を生かすと･いう意味では，
「個を生かす
」授業としての複線化の試みである
とも言え
，また同時に，一定の価ｲ直観にもとづい
た注入を排除した授業実践になっているともいえる
。
しかし
，社会認識の段階で生徒が習得してい
知識の内容に注目してみると
，事実的知識を生徒
が習得している場合と
，価値的知識を生徒が習得
している場合の２通りになっている
。概念的知識
を生徒が習得している事例は見あたらない
。この
ことは
，授業実践において，生徒は自己の興味や
関心に従って見学実習や調査活動をおこない
，そ
こで習得した知識を互いに吟味しあうけれども
，
そこからは
，社会説明し予測するのに役立つ一
般化や理論といった概念的知識が生徒に習得され
るようにはなっていないことを示している
。その
ため
，社会認識段階における吟味は，生徒の事実
的知識の吟味か
，事実的知識を根拠にした価値的
知識の吟味
，もしくは根拠のない価値的知識の吟
味のいずれかであり
，いずれにしても，概念的知
識の根拠のない吟味となっている
。その結果，授
業は，生徒各自の主観的な知識の吟味に終始して
しまっている。
確かに
，現状の「自己社会認識型」の実践であ
れば
，「個を生かせ」るし，主観的であるとはいっ
ても認識のひろがりは保障することもでき
，また
一方的な価値観を注入してしまう危険性も少ない。
しかし
，社会に対する客観的で概念的な認識の深
まりは期待できない
。このような課題を解決する
ためには
，現状の「自己社会認識型」の実践に，
社会認識の段階で
，概念的知識を吟味する過程を
組み込んだ授業実践が想定される
。
（2）「社会自己認識型
」の課題
この型に分類された授業は
，まず教師や社会人
講師
・卒業生といっ 者が，意識するしない
に関わらず
，一定の価値観にもとづいて選択した
事実的知識
，概念的知識，価値的知識を，生徒に
まちがいのない正しい知識として注入し
，その知
識をもとに
，自分はどうするべきか，どうしたい
のかなどといった自己認識を培うように組み立て
られているものがほとんどであり
，生徒が知識を
吟味しながら習得する授業はほとんど見られない
。
特に「産業社会と人間
」の場合は，「望ましい職
業観
・勤労観」いう一定の方向に向かった価値
観の注入がなされているが
，実際にどのような職
業観
・勤労観を望ましいと考えるかは授業者によっ
ても生徒それぞれによっても異なっている
。内容
によっては
，生徒の自己意識と結びつくどころか，
生徒自身にとって興味も意欲も感じられないもの
になりかねない。
確かに
，生徒よりも経験も知識も豊富な授業者
が
，知識を正しいものとして注入するわけである
から
，生徒の社会認識は深まるであろうが，生徒
がそれを批判的に吟味することが許されていなけ
れば
，生徒は一方的な社会の見方や価値観に方向
づけられてしまう可能性がある。現状の「社会自己認識型」の実践では，社会認
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識は深められても，その認識は一方的な価値観に
もとづくものになりがちで，客観的で多様な認識
の広がりは期待できない。このような問題を解決
するには，現状の 厂社会自己認識型」め実践にお
いて，社会認識の段階で，吟味を知識習得の方法
原理とし，討論等を取り入れた授業実践が想定さ
れる。
さらに，「社会自己認識型」の授業実践におい
ても，社会認識の段階で生徒が習得している知識
の内容に着目してみると，「自己社会認識型」 ほ
どではないにしろ，事実的知識と価値的知識が圧
倒的に多くなっている。しかし，生徒の社会認識
を論理的な吟味にもとづくものにするためには，
やはり「社会自己認識型」においても「自己社会
認識型」と同様に，習得する知識を吟味する際に，
概念的知識を対象とする過程が組み込まれるべき
である。
2. 求められる授業事例
これまでの考察で，生徒の社会認識と自己認識
の自由を保障し「個を生かし」ながら，その認識
をより深いものとするためには，「自己社会認識
型」および 匚社会自己認識型」のいずれにしても，
社会認識を育成する段階で概念的知識を吟味する
過程が組み込まれるべきであるということが明ら
かになった。確かに，実践において社会認識の段
階が価値注入的となる場合が多いのは，厂産業社
会と人間」の科目の目標自体が「望ましい職業観・
勤労観」という価値観に方向づけられた態度形成
におかれていることの当然の帰結ともいえる。し
かし，それだからこそ，授業には概念的知識を吟
味する過程が意識的に組み込まれることが求めら
れる。
そこでここでは，価値的知識吟味型の社会認識
から自己認識へと結びついているセの事例25）とし
て類型化された小笠高等学校の実践を検討する。
セに類型化される事例はこの小単元（４時間で実
施）のみであるＯ「職業と生活」という大単元の
「人はなぜ働くか」という小単元で実施されたこ
の授業の目標は，「働く目的を考えることにより，
勤労観を養うとともに，職業の経済性・個人性・
社会性について理解する」とされている。小単元
は，大きく３つの部分に分かれており，まず第１
－
次（１時間）では，授業前に生徒各自が自らの保
護者に対しておこな った「なぜ働くのか」という
テーマでのアンケート調査の結果を，５～６人の
グループごとに分かれて集計し，その結果をもと
に，特徴を話し合う。 この段階では，事実的知識
の吟味がおこなわれる。次に第２次（１時間）で
は， アンケート調査の結果をもとに，保護者の働
く目的，保護者の職業選択の動機，保護者はどの
ような人生を送りたいと考えているかといった内
容についてグループごとに討論し， その結果をま
とめてクラス全体で発表する。 この段階では価値
的知識の吟味がなされている。 そして， 第 ３次
（２時間）では，授業者が， ア ンケ ート調 査の内
容と生徒の討論の内容についてもう一度生徒に吟
味させながら，勤労と職業 には経済的側面・社会
的側面・個人的側面の３つの要因があることを説
明する。そして最後に，職業を選ぶときに重視し
たい要因というテーマで生徒に意見をまとめさせ，
自己概念の形成をめざしている。
この実践 は，第２次の価値的知識を吟味した段
階で社会認識段階を終えていれば， その吟味は生
徒各自の主観的な域を出ないものになっていたは
ずである。しかし，その後 に概念的知識の吟味を
する段階が組み込まれたことで，自分なりの価値
的判断をより客観的で深いものに成長・発展させ
ることが可能になっている。そして，そのような
判断をした自分をふりかえりながら自己概念を探
るようになっている。このような実践は「社会自
己認識型」 についての一つの改善例といえる。 こ
の例からは，概念的知識を吟味する段階を社会認
識の段階に組み込むことによって， より深い自己
認識と社会認識の結びつきが可能になることがわ
かる。 このような授業が，今後 の「産業社会と人
間」 の授業改善の一つの方向を示している。
また，分析した実践の中には「自己社会認識型」
に関する適当な改善例 は見つからなかったが，概
念的知識を吟味する段階を社会認識の段階に組み
込むことが同様に求められよう。
IV おわりに
本稿は，まず，これまで研究蓄積のなかった科
目である「‾産業社会 と人間」 において，現在さま
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ざまにおこなわれている授業実践の実態を考察す
るために
，社会認識と自己認識の内容とその関係
に着目して類型化を試みた
。そして現在の実践の
全体像と
，その特質および今後の課題について考
察し
，今後の「産業社会と人間」の授業実践あ改
善
への視点を提示した。
この考察は
，現在，自己認識の育成が課題とさ
れている高等学校の公民科への示唆を求めること
が目的であった
。その意味で，自己認識と社会認
識の関係のあり方が
，注入と吟味という授業方法
の原理とどのように結びつく傾向にあるのか
，ま
た
，自己認識の育成において社会認識段階での概
念的知識の吟味がどのような意味をもつのかについて整理できたことは成果である。
【注および引用文献】
１）「平成５年３月22日初等中等教育局長通知（総合学科
について）」より
。
２）同上書。
３）同上書。
４）広島県を例にあげると，平成７年度に総合学科１校普
通科２校，平成８年度に総合学科２校普通科８校で実施
されており，平成９年度には総合学科４校普通科11校で
実施されている。また，平成10年度には総合学科はさら
に８校新設され，合計12校となり，普通科での実施もさ
らに急増し，県内の３分の１以上の高等学校で「産業社
会と人間」が実施される見込みになっている。
５）文部省，『「産業社会と人間」指導資料」（ぎょうせい，
平成５年, pp. 10-15)をもとにした。
６）文部省，平成元年版高等学校学習指導要領　第２章
第３節公民　第１款目標　より。　　　　　▽
７）筑波大学付属坂戸高等学校の『高等学校総合学科にお
ける教育課程の編成と教育条件に関する研究一原則履修科目「産業社会と人間」研究報告－」（平成６年度筑波大
学学内プロジェクト研究），および広島県立高陽東高等学
校の「産業社会と人間」実践報告一取り組みのまとめ－l
広島県立湯来南高等学校の『「産業社会と人間」の構成と
評価に関する理論と実践」およびその追補，静岡県立小
笠高等学校の『産業社会と人間指導案』より事例を抽出した。この４校に関しては，通年の授業実践に関しての
全指導記録が残されている。ただし，考察に際しては科
目のガイダンスの授業と２年次以降のコース選択および
科目選択指導の授業は認識形成とは別次元のものとして
除外した。
８）この分類は，中村哲『社会科授業に関する体型枠の構
築と事例研究』(1996年，風間書房, pp.90-91)による。
９）この分類は，森分孝治『現代社会科授業理論』(1984年，
明治図書，pp.84-85）をもとに抽出した。
10）梶田叡一「生活科における自己意識育成の意義と方法」
（梶田叡一編『自己認識自己概念の教育』, 1987年，ミネ
ルヴァ書房, pp.82-89),梶田『自己意識の心理学』(1988
年，東京大学出版会, pp.78-94)などから析出した。
ｎ）梶田「自己意識の発達」（日本児童研究所編『児童心理
学の進歩』, 1982年版，金子書房, ppl76-181),梶田『自
己意識の心理学』(1988年，東京大学出版会，ｐ .84－85），
梶田『自己意識の発達心理学』(1989年，金子書房, pl4),
での分類を基本にするが，紙面の都合もあり，簡略に表
現した。
12）中野重人「小学校における自己認識教育の在り方」（梶
田編「自己認識自己概念の教育」，1987年，ミネルヴァ書
房，ｐｐ.66-67）。
13）広島県立湯来南高等学校，前掲書, pp.155-158, 183-
190．
14）湯来南高等学校ではＤＳＣＰ検査を実施した。 “ＤＳ
ＣＰ”とは, Data System for your Career Ｐ］arming
の略称で，①進路希望調査，②得意教科・科目調査，③
進路意識調査，④興味スケー ル，⑤適応態度スケール，
⑥能力スケール，⑦性能スケールの７項目をもとにした
進路適性検査である。
15）静岡県立小笠高等学校，前掲書，ｐ.13．
16）同上書，ｐ.22．
17）同上書，ｐ.25．
18）同上書，ｐ.14．
19）広島県立高陽東高等学校，前掲書, pp.53-740
20）広島県立湯来南高等学校，前掲書, pp.l95-201o
21）静岡県立小笠高等学校，前掲書，ｐ.17．
22）広島県立湯来南高等学校，前掲書追補版, pp.19-38c
23）広島県立湯来南高等学校，前掲書, pp.l75-1820
24）文部省，『「産業社会と人間」指導資料」まえがき。
25）静岡県立小笠高等学校，前掲書, pp. 4 - 5 o
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